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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第１四半期連結
累計期間

第72期
第１四半期連結
累計期間

第71期

会計期間
自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日

自 平成31年１月１日
至 平成31年３月31日

自 平成30年１月１日
至 平成30年12月31日

売上高 (千円) 29,715,980 29,101,686 114,345,969

経常利益 (千円) 301,580 186,479 827,706

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 191,831 114,752 283,136

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △12,574 92,507 61,832

純資産額 (千円) 9,048,208 9,347,649 9,296,453

総資産額 (千円) 31,535,584 28,781,690 34,222,571

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 120.43 69.44 173.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 28.4 32.0 26.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．当社は、平成30年７月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、第71期第１四半期連結累計期間および第71期に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡及適用後の指標等になっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成31年１月１日～平成31年３月31日）におけるわが国の経済は、企業収益や雇

用・所得環境の改善が続くなか、個人消費の持ち直しが見られるものの、米中間の貿易摩擦の緊張の高まりによる

世界経済への影響等、先行きの不透明な状況が続いております。

当社グループが属する食品流通業界におきましては、先行きへの不安から消費者の生活必需品や外食等への支出

に対する節約志向が継続しました。

当社グループの売上高については、主力の米穀事業において、国産米の取引価格が高い水準で推移するなか拡販

に努めたものの、少子高齢化や食の多様化、糖質制限等による米の消費減少が継続し、前年同期と比較して外国産

米の販売が減少したこと、玄米販売が低調だったこと等から29,101百万円（前年同期比2.1％減）となりました。

損益面では、米穀事業において業務用向けの低価格米の調達難が継続しているなか、コスト削減に取組んだもの

の、価格競争によって利益率が低下し、営業利益は189百万円（前年同期比38.1％減）、経常利益は186百万円（前

年同期比38.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は114百万円（前年同期比40.2％減）となりました。
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セグメント別の概況は次のとおりであります。

① 米穀事業

米穀事業におきましては、国産米の取引価格は依然として高い水準で推移するなか、少子高齢化や食の多様化等

の要因から国内の米の消費減少が継続し、玄米取引を中心に販売数量は減少しました。また、外国産米の国内需要

が前年より弱まり取扱数量が減少したこと等から、売上高は25,410百万円（前年同期比2.0％減）となりました。ま

た、主食用米の生産が減少するなか、高価格帯のブランド米の生産が増加し、業務用を中心とした実需者からの

ニーズの強い値ごろ感のある原料の調達難航が継続したこと、競争激化により利益率が低下したこと等から営業利

益は290百万円（前年同期比34.1％減）となりました。

　 

② 飼料事業

飼料事業におきましては、国内の穀類や糟糠類の需給が逼迫し販売数量は減少したものの、仕入先の拡大に努め

た輸入牧草類の販売が伸長し、売上高は1,654百万円（前年同期比5.5％増）となりました。一方、需給が逼迫した

国内原料を中心とした利益率の低下や、国内の輸送コストの上昇等から営業利益は83百万円（前年同期比1.5％減）

となりました。

　

③ 鶏卵事業

鶏卵事業におきましては、中食・外食へ向けたメニュー提案が奏功し、業務用向けパック卵及び鶏卵加工品の販

売数量が増加しました。一方、供給過剰により鶏卵相場が前年同期比大幅に下落し、売上高は1,204百万円（前年同

期比5.0％減）となりました。また、コスト削減と利益確保に注力したことで、営業利益は17百万円（前年同期比

158.6％増）となりました。

　

④ 食品事業

食品事業におきましては、国内の加工用もち米の販売数量が減少したこと等から、売上高は832百万円（前年同期

比11.8％減）となりました。また、台湾におけるたんぱく質調整米の製造・販売事業の損失が縮小したこと等によ

り、営業損失は6百万円（前年同期は21百万円の営業損失）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は28,781百万円となり、前連結会計年度末と比べ5,440百万円の減少

となりました。これは主に現金及び預金の増加額674百万円等に対し、前渡金の減少額3,638百万円、たな卸資産の

減少額2,470百万円等があったためであります。

負債につきましては負債合計が19,434百万円となり、前連結会計年度末と比べ5,492百万円の減少となりました。

これは主に支払手形及び買掛金の増加額325百万円等に対し、短期借入金の減少額2,494百万円、長期借入金（１年

内返済予定の長期借入金を含む）の減少額967百万円、未払法人税等の減少額123百万円、その他流動負債の減少額

2,216百万円等があったためであります。

純資産につきましては純資産合計が9,347百万円となり、前連結会計年度末と比べ51百万円の増加となりました。

これは主にその他有価証券評価差額金の減少額77百万円に対し、利益剰余金の増加額73百万円、繰延ヘッジ損益の

増加額47百万円等があったためであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成31年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(令和元年５月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,706,000 1,706,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 1,706,000 1,706,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成31年１月１日～
平成31年３月31日

― 1,706 ― 529,500 ― 331,500
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 53,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,647,200
 

16,472 ―

単元未満株式 普通株式 5,300
 

― ―

発行済株式総数 1,706,000 ― ―

総株主の議決権 ― 16,472 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
木徳神糧㈱

東京都中央区銀座
７-２-22

53,500 ― 53,500 3.13

計 ― 53,500 ― 53,500 3.13
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成31年１月１日から平成

31年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成31年１月１日から平成31年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＳＫ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成31年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,794,082 3,468,663

  受取手形及び売掛金 9,546,665 9,444,674

  商品及び製品 5,193,265 4,200,466

  仕掛品 357,500 264,459

  原材料及び貯蔵品 4,656,679 3,272,196

  前渡金 3,726,795 88,770

  未収入金 49,370 36,301

  未収還付法人税等 105 －

  その他 166,920 234,515

  貸倒引当金 △365 △353

  流動資産合計 26,491,020 21,009,694

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,659,928 1,859,060

   機械装置及び運搬具（純額） 923,362 948,514

   土地 2,079,537 2,079,537

   リース資産（純額） 11,965 10,658

   その他（純額） 107,586 26,821

   有形固定資産合計 4,782,381 4,924,592

  無形固定資産   

   ソフトウエア 9,327 15,446

   リース資産 2,793 2,394

   その他 22,931 22,908

   無形固定資産合計 35,052 40,748

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,485,282 2,378,774

   長期貸付金 1,191 1,111

   長期前払費用 31,147 29,255

   リース債権 17,106 16,508

   その他 380,791 382,328

   貸倒引当金 △1,401 △1,324

   投資その他の資産合計 2,914,117 2,806,654

  固定資産合計 7,731,551 7,771,995

 資産合計 34,222,571 28,781,690
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成31年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,550,292 4,876,079

  短期借入金 6,120,901 3,626,146

  1年内返済予定の長期借入金 3,720,794 3,478,216

  リース債務 6,824 6,824

  未払金 1,178,987 1,104,057

  未払法人税等 207,277 83,938

  賞与引当金 186,154 282,267

  その他 2,993,869 777,586

  流動負債合計 18,965,102 14,235,117

 固定負債   

  長期借入金 5,521,043 4,795,833

  リース債務 7,934 6,228

  繰延税金負債 220,919 181,809

  役員退職慰労引当金 108,150 112,225

  資産除去債務 83,970 84,037

  その他 18,999 18,789

  固定負債合計 5,961,016 5,198,924

 負債合計 24,926,118 19,434,041

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 529,500 529,500

  資本剰余金 380,169 380,169

  利益剰余金 8,093,960 8,167,401

  自己株式 △169,018 △169,018

  株主資本合計 8,834,611 8,908,052

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 452,063 374,409

  繰延ヘッジ損益 △64,544 △17,505

  為替換算調整勘定 △52,551 △51,564

  その他の包括利益累計額合計 334,967 305,339

 非支配株主持分 126,873 134,257

 純資産合計 9,296,453 9,347,649

負債純資産合計 34,222,571 28,781,690
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年１月１日
　至 平成31年３月31日)

売上高 29,715,980 29,101,686

売上原価 28,101,831 27,604,321

売上総利益 1,614,148 1,497,364

販売費及び一般管理費 1,308,622 1,308,238

営業利益 305,526 189,126

営業外収益   

 受取利息 1,682 1,454

 受取配当金 2,362 3,367

 受取保険金 9,157 419

 不動産賃貸料 5,719 5,905

 貸倒引当金戻入額 812 92

 その他 12,192 13,705

 営業外収益合計 31,927 24,943

営業外費用   

 支払利息 19,480 20,760

 不動産賃貸費用 1,979 1,960

 為替差損 12,039 1,819

 その他 2,373 3,048

 営業外費用合計 35,873 27,590

経常利益 301,580 186,479

特別利益   

 固定資産売却益 － 713

 補助金収入 2,776 －

 特別利益合計 2,776 713

特別損失   

 固定資産除却損 0 1,603

 役員退職慰労金 11,325 －

 解体撤去費用 － 15,100

 特別損失合計 11,325 16,703

税金等調整前四半期純利益 293,031 170,490

法人税、住民税及び事業税 121,376 73,902

法人税等調整額 △22,536 △25,534

法人税等合計 98,840 48,367

四半期純利益 194,191 122,122

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,359 7,370

親会社株主に帰属する四半期純利益 191,831 114,752
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 【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年１月１日
　至 平成31年３月31日)

四半期純利益 194,191 122,122

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △83,006 △77,653

 繰延ヘッジ損益 △104,964 47,038

 為替換算調整勘定 △18,794 1,000

 その他の包括利益合計 △206,765 △29,615

四半期包括利益 △12,574 92,507

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △7,680 85,123

 非支配株主に係る四半期包括利益 △4,893 7,383
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 保証債務

下記関係会社の金融機関等からの借入金に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成30年12月31日)

 当第１四半期連結会計期間
(平成31年３月31日) 

木徳（大連）貿易有限公司 48,480千円 49,410千円
 

 
２　偶発債務

 

 
前連結会計年度
(平成30年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成31年３月31日)

債権流動化に伴う買戻義務   

 (404千米ドル) 　　44,953千円 (225千米ドル)    25,066千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日)

 
当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年１月１日
至 平成31年３月31日)

減価償却費 104,536千円  93,599千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年３月29日
定時株主総会

普通株式 39,822 ５ 平成29年12月31日 平成30年３月30日 利益剰余金
 

（注）当社は、平成30年７月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施したため、１株当たり配当金額

につきましては当該株式併合前の金額を記載しております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成31年１月１日 至 平成31年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成31年３月25日
定時株主総会

普通株式 41,311 25 平成30年12月31日 平成31年３月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２米穀事業 飼料事業 鶏卵事業 食品事業 計

売上高        

 (1) 外部顧客への売上高 25,935,106 1,568,692 1,268,464 943,718 29,715,980 － 29,715,980

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

167,391 119 － 7,572 175,082 △175,082 －

計 26,102,497 1,568,811 1,268,464 951,290 29,891,062 △175,082 29,715,980

セグメント利益又は損失(△) 440,073 85,234 6,603 △21,133 510,777 △205,251 305,526
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△205,251千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用

　　　　 △209,055千円、セグメント間取引消去3,803千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成31年１月１日 至 平成31年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２米穀事業 飼料事業 鶏卵事業 食品事業 計

売上高        

 (1) 外部顧客への売上高 25,410,186 1,654,664 1,204,739 832,095 29,101,686 － 29,101,686

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

139,400 － － 8,503 147,903 △147,903 －

計 25,549,586 1,654,664 1,204,739 840,599 29,249,590 △147,903 29,101,686

セグメント利益又は損失(△) 290,068 83,953 17,073 △6,140 384,955 △195,829 189,126
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△195,829千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用

　　　　 △199,633千円、セグメント間取引消去3,804千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年１月１日
至 平成31年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 120.43円 69.44円

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 191,831 114,752

   普通株主に帰属しない金額 － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

191,831 114,752

   普通株式の期中平均株式数(千株) 1,592 1,652
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成30年７月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

令和元年５月14日

木徳神糧株式会社

取締役会  御中

 

ＳＫ東京監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 江　　部　　安　　弘 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 久　　保　　圭　　寿 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている木徳神糧株式会

社の平成31年１月１日から令和元年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成31年１月１日から平成

31年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成31年１月１日から平成31年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、木徳神糧株式会社及び連結子会社の平成31年３月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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